
　
　
　天皇からの下賜は、臣下の功績への労いや病気などの見舞い、援助など天皇の「思召」（お気持ち）の表明
や献上への対価、晩餐会などの記念として行われました。福井市春嶽公記念文庫に遺る拝領品の中には、旅
行のお土産や天皇の遺品分けとしていただいたものもあります。
　明治初期に春嶽が拝領した品々は、装束や扇、盃など江戸時代までの贈答品と共通していますが、やがて
置物や花瓶といった室内装飾品が中心となります。また、素材も陶磁器や漆器のほか、銅や銀の製品を確認
することができます。
　銅製花瓶は明治 10～ 20 年代前半に天皇から臣下や外国への贈答品として多く用いられており、春嶽も明
治 15 年に『徳川礼典録』編纂の功労により明治天皇から金銀象嵌花瓶（銅製）を拝領しています。その後、
明治 20 年代半ば以降になると下賜品に銀製品が増えていき、慶民ゆかりの拝領品には皇室の慶事の際にいた
だいた銀製の花器や置物などを確認することができます。
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※下賜：高貴の人が下の人に物を与えること。

　献上：下の者から主君や高貴の人にものをおくること。

　拝領品：主君・貴人からいただいた物。
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